
　　　　　　　　病棟　　　　　　　　病室 氏名：　　　　　　　　　　　　　　　様

患者さんには治療計画に基づいた医療を行います。　 説明日：　　　　　　　　　　　　　　　　日

項目 　　　月　　　日　　（　） 　　　月　　　日　　（　） 　　　月　　　日　　（　）

イベント 　入院日　 治療前 治療後 治療翌日 治療2日目以降～退院日

目標
・呼吸状態が安定している

・安静が守られている

・穿刺部に問題がない

・皮膚状態に問題がない

・呼吸状態が安定している

・発熱がない

・退院後の注意事項がわかる

検査

処置

・検温(毎日)

・酸素飽和度測定(毎日)

・心電図モニター装着

・採血

・胸腹部レントゲン検査
・治療2日目:心電図モニターを外します

点滴
・検査の前に

　点滴を開始します

内服薬
・医師の指示に従い

　服用してください

・糖尿病薬を服用している

　方は、糖尿病薬を

　服用しないでください

・治療後は、医師の指示に従い服用してください

食事 ・食事が出ます
・飲水:治療開始1時間前

　まで可です

・治療後は、食事が食べられます。

　安静度に合わせて看護師が準備します

清潔 ・シャワー浴 ・シャワー浴はできません ・体を拭くお手伝いをします

安静度

活動
・制限はありません

・治療後は圧迫止血を行います

・帰室後4時間まで:絶対安静です

　(足は曲げられません)

・帰室後6時間:医師がバンドを外します

★翌日テープをはがすまで床上安静です。

　 トイレ歩行はできません。ベッド上で

　 水平にしてください(寝返りはできます)

排泄 ・制限はありません ・尿の管が入ります

説明

【医師より】

・治療について説明をします

【看護師より】

・患者識別バンド装着

・入院オリエンテーション

・退院後の注意事項について医師または

　看護師より説明します

・次回の外来受診予約票をお渡しします

患者さんの状態により、スケジュール内容が多少異なる場合があります。　経過はその都度、個別にご説明します。 東京女子医科大学附属足立医療センター　2026年1月　第3版

・治療後、気分不良、倦怠感、食欲低下など体調不良があれば、

　ナースコールでお知らせください

気管支動脈塞栓術パス

月　　　日　　（　）

・発熱がない

・検査について理解できている

・医師が圧迫部位のテープを外し、出血がないか確認します。

　出血がなければ安静は解除され、歩行が許可されます

・初回歩行は看護師が一緒に行い、ふらつきがないか確認します

・安静が解除されたら尿道の管を抜き、トイレに行くことが出来ます


